
斤量 クラス コース ※文字色の意味

ハンデ GII 中京 赤…GOOD妙味大な馬  青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 斤量 能力 コース 馬場 血統 展開 総合 人気 印 結果 コース特徴

1 ダイワキャグニー 内田博 キングカメハメハ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス 57.5 C C B C C C 3 消 12

2 ロサグラウカ 荻野琢 ルーラーシップ キングマンボ クロフネ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 51 E C B A D E 14 消 11

3 サトノソルタス 池添 ディープインパクト ディープインパクト Petionville ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 55 C B B B C C 6 消 5 馬場レベル&バイアス

4 サンレイポケット 荻野極 ジャングルポケット トニービン ワイルドラッシュ ニアークティック 55 B A C A C A 5 ▲ 4

5 ミスマンマミーア 松若 タニノギムレット ロベルト サンデーサイレンス サンデーサイレンス 52 D B C A D D 13 消 2 血統傾向

6 エアウィンザー 高田 キングカメハメハ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス 56 E C C B D E 16 消 13

7 バレリオ 和田竜 ステイゴールド ステイゴールド クロフネ ｳﾞｧｲｽﾘｰｼﾞｪﾝﾄ 55 C B B C C C 10 ◎ 14

8 サトノインプレッサ 坂井 ディープインパクト ディープインパクト Sahm ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 56 C C C B C C 8 消 7

9 ヴェロックス 川田 ジャスタウェイ サンデーサイレンス Monsun ブランドフォード 57 B B B A A B 2 △ 9 展開

10 アドマイヤビルゴ 武豊 ディープインパクト ディープインパクト Elusive City ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ 56 B C B B B B 1 消 10

11 クラージュゲリエ 福永 キングカメハメハ キングマンボ タニノギムレット ロベルト 56 B B B A B B 4 ◯ 3

12 ワセダインブルー 大野 ハービンジャー デインヒル アグネスタキオン サンデーサイレンス 54 C B C B C B 12 ☆ 8

13 レイホーロマンス 高倉 ハービンジャー デインヒル サンデーサイレンス サンデーサイレンス 51 D B C B C D 9 消 6 データなど特記事項

14 ショウリュウイクゾ 団野 オルフェーヴル ステイゴールド キングカメハメハ キングマンボ 53 C B C C C C 7 消 1

15 レクセランス 西村淳 ディープインパクト ディープインパクト Champs Elysees デインヒル 54 D C C B C D 11 消 15

16 ミスディレクション 太宰 ミスキャスト サンデーサイレンス Sky Classic ニジンスキー 54 D C B B E E 15 消 16

※評価はこのレース中の相対評価になります
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想定ラップタイムREVIEW

　中京芝は年末からのロングラン開催で内側の馬場がメタメタになってきており、３〜４コーナーで馬場の悪い内側を通った馬はバテてしまうような馬場に。それでも直線は内外あんまり関係ないので外を回

せばいい馬場ではないというのが厄介なところ。正直なところ騎手もどこを通ればいいのかわかっていない感じがしますし、中京マイスターの福永騎手以外は今の中京芝には頭を悩ませていると思います。

　そんな特殊な馬場で行われた日経新春杯ですが、今年はメンバーレベルが低かった。人気馬が軒並み馬場の悪い内側を通ったことでほぼ自滅。相対的にスムーズに馬場の良い部分を通って競馬ができた馬が

上位に走って大波乱となったが、前日の2勝クラス(これは超ハイレベルだった)よりもかなり遅い決着時計というのを見ても、実質は上位争いをした馬たちでも準オープンぐらいのレベルにしかないんじゃな

いだろうか。低レベル戦だと思います。
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ロンスパ性能を問われるのでトニービンを持つ馬の成績が良い舞

台傾向。

ミスディレクションが先手を主張しそう。それをダイワキャグ

ニーが追いかける展開か。中盤からスパートが早くなって最後は

それなりに差しは決まりそうな感じがします。

今年は中京競馬場での開催になるのでデータは関係ないか。

PREVIEW 特になし。

　例年の日経新春杯は京都芝2400mで行われるが、今年は京都競馬場の改修のために中京芝2200mでの開催。京都芝2400m以上にスパート地点が早くなりやすいのでロングスパート勝負になりやすく、急坂を２

回越えることもあってよりスタミナが問われる条件と言えそうだ。左回りコースで長く良い脚を使えそうな馬から狙ってみたい。

　本命はこの舞台がドンピシャに合いそうな◎サンレイポケットが面白そうだ。前走は顕著な外差し馬場であの日の東京芝で一度も乗っていない鞍上に馬場読みは難しかった。直線で全く伸びない最内を突い

たのが敗因。敗因は完全に馬場と見て良さそうで、馬自体は強い。毎日王冠は完全な距離不足で3着に突っ込んできましたし、条件戦時代に非常に強い競馬を見せた中京コースなら有力だろう。

妙味大な馬
サンレイポケット=前走は顕著な外差し馬場であの日の東京芝で一

度も乗っていない鞍上に馬場読みは難しかった。直線で全く伸び

ない最内を突いたのが敗因。敗因は完全に馬場と見て良さそう

で、馬自体は強い。毎日王冠は完全な距離不足で3着に突っ込んで

きましたし、中京コースなら有力だろう。

穴馬
ワセダインブルー=前走の福島記念は明らかに距離不足だったと見

ていたが、それでも最後は見せ場十分に差してきたのには驚い

た。もっとハービンジャー産駒が走りやすいタフな条件なら重賞

でもやれて良いはず。今回は距離延長で急坂を２回越える舞台設

定はいかにもあいそう。

想定時計

2:11:7

危険な馬

2021/1/17

日経新春杯 芝2200m 良想定 平坦 中荒れ C

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

向こう正面でラップが緩むがそこから下り坂になるのでスパート

が早くなる。ロンスパ性能が問われるタフな舞台。

標準=C インの馬場はかなり荒れているがフラット馬場濃厚



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ダイワキャグニー 内田博 消 C 3 12

2 ロサグラウカ 荻野琢 消 E 14 11

3 サトノソルタス 池添 消 C 6 5

4 サンレイポケット 荻野極 ▲ A 5 4

5 ミスマンマミーア 松若 消 D 13 2

6 エアウィンザー 高田 消 E 16 13

7 バレリオ 和田竜 ◎ C 10 14

8 サトノインプレッサ 坂井 消 C 8 7

9 ヴェロックス 川田 △ B 2 9

10 アドマイヤビルゴ 武豊 消 B 1 10

11 クラージュゲリエ 福永 ◯ B 4 3

12 ワセダインブルー 大野 ☆ B 12 8

13 レイホーロマンス 高倉 消 D 9 6

14 ショウリュウイクゾ 団野 消 C 7 1

15 レクセランス 西村淳 消 D 11 15

16 ミスディレクション 太宰 消 E 15 16

菊花賞は勝負に行っての先行策だったとは思うが、結果的には溜めた方が良かっただろう。欧州血統なのでタフ馬場で差すレースが合

いそうだが、池添学厩舎なのでそもそも育成がダメな可能性も・・・揉まれるとダメなので多頭数のレースも微妙な感じがします。

色々と言い訳はあるにしても負けすぎ。池添学厩舎ということもあっ

て馬として限界が来た感じはする。

先行策一辺倒の馬だったが、2走前は控える競馬で見どころを作るなど新しい一面を見せた。前走はかなり厳しいハイペースを先行して

あれだけ走れれば十分な感じはするが、今回は重賞でこの条件で逃げる競馬となると流石に・・・

小倉日経オープンの内容を見る限り控える競馬でも問題ないはずだ

が、もう陣営は逃げなきゃダメと思っているのかも。次走注目馬から

一旦外したい。

万葉Sはインを完璧に立ち回っての好走。そこからの詰まったローテーションで相手強化で距離短縮。条件自体は合うのかもしれない

が、流石にこの相手となると厳しそうな感じがします。

この過酷なローテーションの高齢牝馬が６着に走ってしまうレースレ

ベルということ。よくがんばった。

格上挑戦にはなるがスタミナ条件なら準オープンでも上位だった馬で、過去にもシャケトラあたりがこういうローテで好走しているの

でそこまで気にしなくてもいいか。２走前にはアドマイヤビルゴと接戦できていますし、能力的にはギリギリな感じもしますが押さえ

ておいても。

外めの好位で終始馬場の良い部分を通れて、なおかつキレが問われな

い条件、馬場、そして他馬の自滅など全てに恵まれた。条件を選べば

重賞でもやれる馬だが、今回は色々と恵まれただろう。

前走は使って馬が一変していた。前走のような瞬発力勝負よりも持続力勝負になったほうがいい馬。福永騎手はシンザン記念のピク

シーナイトを見ても中京コースでは逆らうべきではないと思いますし、血統的にもロンスパ条件はいかにも合いそうな感じがします。

もう福永騎手はこれ以上ない完璧な騎乗。それでいて最後は伸びあぐ

ねたのは鞍上も言っている通りで距離じゃないだろうか。能力に底は

ありそうなので2000mまでのローカル重賞向き。

前走の福島記念は明らかに距離不足だったと見ていたが、それでも最後は見せ場十分に差してきたのには驚いた。もっとハービン

ジャー産駒が走りやすいタフな条件なら重賞でもやれて良いはず。今回は距離延長で急坂を２回越える舞台設定はいかにもあいそう。

あとは今回の相手で通用するかどうか。

直線入り口はやったかと思わせるような手応えで伸びてきたが、最後

に伸びあぐねた点が引っかかる。ひょっとすると今は若干距離が長い

のかもしれない。2000mのスタミナ条件向きかも。

前走は相手関係も微妙で超スローでの位置取り勝負ならば上位だった。普通の重賞ぐらいならばやれそうだが、やはりこの厩舎なので

これからまたGIという活躍は期待しないほうが良さそう。ジャスタウェイ産駒のロンスパ型で日本ダービーのレースぶりなどを見ても

今回の条件は合う感じがします。

馬場の悪い部分を通って揉まれる競馬になったとはいえ負けすぎ。中

日新聞杯は完全に展開に恵まれていましたし、中内田厩舎らしくもう

萎れてしまった可能性が高い。

前走は４コーナーでは手応え悪く、おそらく今のこの馬には2000mは若干短い。それでも前走は通過点だったが、今までのキャリアで破

格の強さを見せているわけではなく、重賞となると相手次第では４、５着があっても。ただ、晩成傾向の友道厩舎で日経新春杯が明け4

歳馬の成績が凄まじいことを考えても順当に評価しておいた方が良さそう。

まさかここまで積極的な競馬をするとは。終始馬場の悪い部分を通っ

てしまった。過剰評価だったとは思うが、ここまで弱言うまでもな

い。綺麗な馬場のGIIIぐらいなら上位でも走れるはず。

前走のアルゼンチン共和国杯は積極的に出していって終始馬場の悪いインで厳しい競馬となった。若干折り合いも欠き気味でしたし、

この馬はもう少しじっくり溜めていく競馬が合うだろう。２走前は石川騎手が完璧に乗っての好走となったが、今回は和田騎手となる

と前走に近いような競馬になってしまいそうな感じがします。

スタート直後に挟まれる不利があり後方に。そこからブリンカーが効

きすぎて終始かかり通しに。馬場の悪い部分も通っていましたし、も

うこれではどうしようもない。２走連続不完全燃焼。

母サプレザはマイラーでしたし菊花賞は距離が長かったか。底力の問われないレースで溜めて差す競馬でこそ好走できる馬な感じがし

ます。さほど強くはなさそうでカデナのようなイメージ。今回と似たような条件だったダービーで4着に来ているが、そこまで期待でき

ない感じはします。

１コーナーまで力んでいたのはあったが、それでもこの結果は負けす

ぎだろう。やはり明け4歳馬は一定数以外の馬のレベルが低そうな感

じがします。

前走の新潟牝馬Sは何の工夫もなく外を回す藤田菜七子騎手らしい騎乗。ただ、馬の限界も見えてきた感じもあり、京都大賞典のレース

ぶりからも古馬混合の重賞では厳しいだろう。

最後方待機から大外一気で突っ込んできた。この馬自身は今までの

オープン戦程度の走りしかしておらず、適性条件だった上で他馬が全

て自滅したのが好走要因だろう。

前走は去勢手術明けだったが、もう何もできずに馬の終わりを感じさせる負けだった。騎手選択を見ても厳しそうだ。 もう馬として終わってしまったんだろう。

前走は完全に大外枠に泣いた感じ。誰が見てもそれは明らかですし、中京コースは好走実績あるのでそこそこ人気するだろう。ただ、

休み明けしか走れないタイプなのでこの間隔が詰まったローテで走れるのか。評価が難しい馬だ。

位置取り争いで負けて後方になった上に直線では前がどん詰まりでほ

とんど追えず。休み明けしか走らない馬なので、次走が間隔を開けて

の適性条件なら狙っていいんじゃないだろうか。

前走は顕著な外差し馬場であの日の東京芝で一度も乗っていない鞍上に馬場読みは難しかった。直線で全く伸びない最内を突いたのが

敗因。敗因は完全に馬場と見て良さそうで、馬自体は強い。毎日王冠は完全な距離不足で3着に突っ込んできましたし、条件戦時代に非

常に強い競馬を見せた中京コースなら有力だろう。

馬場の悪い部分を通っていたのも敗因だが、それ以上に今回は冬場で

調整不足だったのが大きいだろう。これから適条件がないのと放牧に

出すと馬が緩んでしまうという点がどうだろうか。

天皇賞は２番手からこの相手にこれだけ走れれば上出来だろう。能力は落ちていないが、スタミナ色の強い馬になってきており、馬場

は悪くなった方が良さそう。中京芝2200mは立ち回りだけでなく末脚の質が問われる条件ですし、ちょっとこの馬の適性からはズレるイ

メージがあります。

１枠でも外めに出して競馬ができたのは良かったはず。近走は立ち回

りだけでなんとかなるレース続きだったので今回は条件的に微妙だっ

たか。高齢馬なので休み明けでは動けない可能性も。

もう明らかに重賞では厳しい感じ。牡馬相手のGII戦ではまず無理だろう。 終始馬場の悪いインを通ってはこの結果も当然。鞍上曰く捌けていれ

ば突き抜けそうな手応えとのことだったが、レース映像を見てもそん

なわけはないだろう。

PREVIEW REVIEW


